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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年４月１３日（月） 

 

２ 確認箇所 

 ５・６号機タービン建屋（図１） 

 

３ 確認項目 

５・６号機タービン建屋滞留水及び地下水の流入低減対策の状況 

 

４ 確認結果の概要 

東日本大震災以降、福島第一原子力発電所５・６号機では、サブドレン設備

の停止により建屋の地下階に地下水が流入している。その後、当該設備の復旧

工事※１が完了し、令和４年３月２８日から建屋周辺の地下水汲み上げを再開

しているものの地下水の流入は継続している状況※２にある。 

５・６号機建屋の地下階に滞留している地下水（以下「滞留水」という。）

は、Ｆ１タンクエリアに移送、浄化処理された後、構内に散水されている。 

今回、５・６号機タービン建屋地下階において、滞留水や地下水の流入低減

対策の状況を確認した。（前回確認：令和７年１１月１４日） 

・５・６号機のタービン建屋地下階における滞留水の状況を確認した結果、水

位は５号機で約８０ｃｍ、６号機で約９０ｃｍであった。（写真１） 

・建屋内には、各所に滞留水移送用の配管（仮設）が設けられており、５・６

号機の建屋内の滞留水がＦ１タンクエリアに移送されていることを確認し

た。（写真２） 

・東京電力としては、２０２６年度中を目途に５・６号機建屋の地下階の床面

露出を計画しているとのことであった。 

・確認した範囲においては、滞留水移送用の配管からの水漏れ等の異常は認め

られなかった。 

 

※１ ５・６号機サブドレン設備復旧工事 

東日本大震災以降稼働を停止していた５・６号機建屋周辺のサブドレン設備（地下水

くみ上げ設備）を復旧するための工事。サブドレン設備の復旧により地下水位を低下

させ、建屋に流入する地下水の量を抑制できる。 

※２ 地下水の流入状況 

東京電力によると地下トレンチ内の配管貫通孔部や壁のヒビなどから地下水が流入し

ており、至近の地下水流入量は３０ｍ３/日となっている。 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/719904.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

 

 

（写真１－１） 

５号機タービン建屋地下階における 

滞留水の状況 

 

 

 

（写真１－２） 

５号機タービン建屋地下階の水位  
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（写真１－３） 

６号機タービン建屋地下階における

滞留水の状況 

 
 

 

（写真１－４） 

 ６号機タービン建屋地下階の水位 

 

 

 

（写真２－１） 

滞留水移送用の配管の状況① 

 

 

（写真２－２） 

滞留水移送用の配管の状況② 

滞留水移送配管 

滞留水移送配管 



 

4 

 

 

 

 

（写真２－３） 

滞留水移送用の配管の状況③ 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 


